
令和7年度（2025年度）

全国学力・学習状況調査 泉大津市の結果概要
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令和7年度 全国学力・学習状況調査の概要
○目的：義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、
◉全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。
◉学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
◉そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

○日 時：令和７年４⽉14⽇(⽉)〜17⽇(⽊)

○対象： 小学校６年生、中学校３年生

○実施児童数 ： 小学校６年生： 泉大津市 ５16人 全国 936,576人
中学校３年生： 泉大津市 ５４9人 全国 871,097人

○調査事項： ①児童⽣徒 ： 教科調査〔国語、算数･数学、理科〕/ 質問調査
②学 校 ： 質問調査

○調査問題：・学習指導要領で育成を⽬指す、知識及び技能や思考⼒、判断⼒、表現⼒等を問う問題を出題。
・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善のメッセージを発信。

○今年度の調査の特徴： ・CBT調査の導⼊（中学校理科） ・⽣徒質問でのランダム⽅式の試⾏
・多様な⽣徒の状況把握・結果公表の内容、スケジュールの改善
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令和7年度 全国学力・学習状況調査

教科に関する調査結果
小学校
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【小学校 国語】

・時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、
内容の大体を捉えることはできている。

・⽬的に応じて、⽂章と図表などを結び付けるなど
して必要な情報を⾒付けることに引き続き課題がある。

児童質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

国語の勉強は得意ですか 57.7 61.4 61.4

国語の勉強は好きですか 56.5 56.6 58.3

国語の授業の内容はよく分かりますか 83.7 83.9 82.8

国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

88.8 88.5 90.4

学習指導要領の内容
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 75.3 77.0 76.9 

(2) 情報の扱い方に関する事項 58.3 61.5 63.1 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 81.8 80.3 81.2 

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 61.8 65.0 66.3 

Ｂ 書くこと 67.4 67.1 69.5 

Ｃ 読むこと 51.0 56.1 57.5 

評価
の
観点

知識・技能 72.7 73.9 76.9 

思考・判断・表現 59.1 62.1 63.1 

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 ８．８問 / 1４問 ６３％ 3.1％

大阪府（公立） ９．２問 / 1４問 ６５％ 3.4％

全国（公立） ９．４問 / 1４問 ６６．８％ 3.3％

＜ 正答数分布グラフ ＞
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貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

＜ 主なポイント ＞
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結果のポイント（小学校 国語）

[知識及び技能]

（２）情報の扱い方に関する事項

◆情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと

に課題がある。 [１二]

（３）我が国の言語文化に関する事項

◇時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付くことはできている。 [３一]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（１）⾔葉の特徴や使い⽅に関する事項

◇◆学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことについては、改善の状況も

見られるが、引き続き課題がある。 [２四ア・イ]
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結果のポイント（小学校 国語）
[思考力、判断力、表現力等]

A 話すこと・聞くこと

◇話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることは概ねできている。 [１三（２）]

◆目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討することに引き

続き課題がある。 [１一]

B 書くこと

◇図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することはできている。 [２二]

◆書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考えることに課題が

ある。 [２一]

◆目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに引き続き課題が

ある。 [２三]

C 読むこと

◇時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えることはできている。 [３二（１）]

◆事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握することに引き続き課題がある。 [３二（２）]

◆目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに引き続き課題がある。 [３三（１）（２）]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点
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具
体
的
な
設
問
例

大
問
１
二

１

質
問
す
る
内
容
を
丸
で
囲
み
、質
問
し
な
い
内
容
に
線
を
引
い
て

区
別
し
て
い
る
。

２

質
問
す
る
内
容
を
四
角
で
囲
み
、線
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

流
れ
を
整
理
し
て
い
る
。

３

質
問
す
る
内
容
を
短
い
言
葉
で
書
き
、線
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
質
問
を

一
つ
に
し
ぼ
っ
て
い
る
。

４

質
問
す
る
内
容
を
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
書
き
、多
く
の
質
問
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

泉大津市 ５8．3％
（全国 63.2％）

情
報
と
情
報
と
の
関
係
付
け
の
仕
方
、図
な
ど
に
よ
る
語
句
と
語
句
と

の
関
係
の
表
し
方
を
理
解
し
使
う
指
導
の
充
実

9.1 22.7 58.3 8.3

〈反応率（％）〉

今回の結果から、小森さんたちの【話し合いの様
子】と【話し合いの記録】とを結び付けて、情報と
情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語
句との関係の表し方を理解し使うことに課題があ
ると考えられる。

【
話
し
合
い
の
記
録
】
の
書
き
表
し
方
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
１
か
ら
４

ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

目的や意図に沿って、線や囲みなど図
示することによって自分なりに情報を整
理できるようにすることが重要。

また、第５学年及び第６学年の〔思考
力、判断力、表現力等〕の「A話すこと・
聞くこと」の⑴「ア目的や意図に応じて、
日常生活の中から話題を
決め、集めた材料を分類したり関係付
けたりして、伝え合う内容を検討するこ
と。」との関連を図り、指導の効果を高
めることが考えられる。

情報の整理の仕方については、様々な
方法があり、年間を通じて複数回、意図
的に指導することも大切。

それぞれの解答類型に
ついて、児童の思考の
流れを考えてみると…

〔解答類型３〕 泉大津市 ２２．７％（全国 １８．８％）
【話し合いの記録】から、小森さんが短い言葉で
記録していることや、線で内容をつないでいるこ
となどの表し方を理解することはできていたが、
語句と語句との関係を理解することができなかっ
た児童がいたと考えられる。

リーディングスキル 「イメージ同定」
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具
体
的
な
設
問
例

大
問
２
一

１

読
ん
で
ほ
し
い
順
序
を
明
確
に
し
て
、時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て

書
い
て
い
る
。

２

伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
を
明
確
に
し
て
、内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に

分
け
て
書
い
て
い
る
。

３

文
章
の
筋
道
が
整
う
よ
う
に
、原
因
と
結
果
を
明
ら
か
に
し
て

書
い
て
い
る
。

４

読
み
手
の
目
的
に
応
じ
て
読
め
る
よ
う
に
、使
い
方
の
手
順
に

沿
っ
て
書
い
て
い
る
。

泉大津市 64.0％
（全国 65.6％）

書
く
内
容
の
中
心
を
明
確
に
し
、内
容
の
ま
と
ま
り
で
段
落
を
つ
く
っ
た

り
、段
落
相
互
の
関
係
に
注
意
し
た
り
し
て
、文
章
の
構
成
を
考
え
る
指

導
の
充
実

19.2 5.8 64.0 9.5

〈反応率（％）〉

書く内容の中心を明確にし、内容のま
とまりで段落をつくったり、段落相互の関
係に注意したりして、文章の構成を考え
ることに課題があると考えられる。

〔解答類型１・４〕
順序に着目してしまい、伝えたいことの
中心を明確にして、内容のまとまりごとに
分けて書いていると捉えることができな
かった児童がいたと考えられる。

山
田
さ
ん
は
、文
章
の
構
成
を
く
ふ
う
し
て
【
ち
ら
し
】
を
書
い
て
い
ま
す
。山
田
さ
ん
が
文
章
の
構
成

を
ど
の
よ
う
に
く
ふ
う
し
て
い
る
か
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
１
か
ら
４
ま

で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

文章を書く際にまずはそれぞれの児童が「何
のためにその文章を書きたいのか」という目的
を明確にもつことが大切。
その上で、その目的を達成するには、「何を書き
たいのか」を整理し、書く内容の中心を決める
ことが重要。

児童によっては、書く内容の中心が明確になっ
ているが、内容のまとまりごとに構成できない児
童もいると考えられる。その場合は、第５学年及
び第６学年の〔思考力、判断力、表現力等〕の
「B 書くこと」の（１）「ア目的や意図に応じて、
感じたことや考えたことなどから書くことを選
び、集めた材料を分類したり関係付けたりして、
伝えたいことを明確にすること。」と関連付けな
がら内容のまとまりで段落をつくったり、段落相
互の関係に注意したりして文章の構成を考える
ことが効果的。

その際、〔知識及び技能〕（２）情報の扱い方に
関する事項との関連を図りながら指導の効果
を高めることも考えられる。

授業で配布するワークシート等
は整え過ぎていない？

選択肢の文章を正しく
読解できていない？
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【小学校 算数】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 8.7問 / 16問 54％ 3.9％

大阪府（公立） 9.2問 / 16問 58％ 3.7％

全国（公立） 9.3問 / 16問 58.0％ 3.6％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

Ａ 数と計算 60.7 62.4 62.3 

Ｂ 図形 51.2 55.7 56.2 

Ｃ 変化と関係 47.9 53.8 54.8 

Ｄ データの活用 53.2 57.3 57.5 

評価の観点
知識・技能 59.7 61.5 62.6 

思考・判断・表現 62.5 65.1 65.5 

児童質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

算数の勉強は得意ですか 55.4 59.7 60.3

算数の勉強は好きですか 52.0 56.0 57.9

算数の授業の内容はよく分かりますか 80.7 79.8 78.3

算数の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

90.7 89.9 91.6

＜全国の平均正答率を１００％としたときの泉大津市の推移＞
0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

・異分⺟の分数の加法の計算をすることはできているが、数直線上で、
１の⽬盛りに着⽬し、分数を単位分数の幾つ分として捉えることに課題が
ある。

・伴って変わる⼆つの数量の関係に着⽬し、必要な数量を⾒いだすことは
できているが、「10％増量」の意味を解釈し、「増加後の量」が「増加前
の量」の何倍になっているかを表すことに課題がある。

・棒グラフから項⽬間の関係を読み取ることはできているが、⽬的に応じ
て適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を⾔葉や数
を⽤いて記述することに課題がある。

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞
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具体的な問題例
大問２（２） 台形の意味や性質について理解しているかどうかをみる

泉大津市 ４２．８％
（全国 ５０．５％）

【解答類型２】
選択肢１のような上下に向かい合った一組の辺が
平行で上の辺の長さが下の辺の長さよりも短い四
角形や、選択肢３のような左右に向かい合った一組
の辺が平行な四角形を台形と捉えることはできて
いるが、選択肢５のような上下に向かい合った一組
の辺が平行で上の辺の長さが下の辺の長さよりも
長く、直角のある四角形を台形と捉えることはでき
ていないと考えられる。

図形の置き方をいろいろと変えても、図形を構成す
る要素及びそれらの位置関係に着目して、図形を弁
別できるようにすることが重要。

置き方をいろいろと変えて示された幾つかの四角形
の中から台形を弁別し、その理由を説明する際、図形
を構成する要素及びそれらの位置関係に着目しなが
ら、図形の性質を基に弁別した理由を説明することで、
置き方をいろいろと変えても図形の性質は変わらな
いことを理解できるようにすることが大切。

台形でない図形についても、図形を構成する要素及
びそれらの位置関係に着目しながら、図形の性質を
基に台形でない理由を説明したり、それらの図形をど
のように構成し直せば台形になるのかを考えたりする
ことができるようにすることも大切。

リーディングスキル 「具体例同定」

反応率

（％）
正答

1 １，３，５ 42.8 〇

2

１，２，３

１，３，４

１，３

28.1

3

１，２，５

１，４，５

１，５

1.6

4

２，３，５

３，４，５

３，５

1.2

6

１，２，４

１，２

１，４

11.8

99 上記以外 13.2

0 無解答 1.2

解答類型
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具体的な問題例
大問３（２）

分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単位分
数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

泉大津市 １７．６％
（全国 ２３．０％）

分数の加法について、数の表し方
の仕組みや数を構成する単位に着
目して、共通する単位分数を見い
だすことで、既習の整数の加法に
帰着できるようにすることが大切。

反応率

（％）
正答

1 ①、②、③ 17.6 〇

4 ① 7.0

6 通分について書いている 32.9

99 上記以外 25.4

0 無解答 11.0

解答類型
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具体的な問題例
大問３（３）

数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉えることができるか
どうかをみる

泉大津市 33.7％
（全国 35．4％）

数直線上の目盛りが表す数を分
数で表すことで、分数の意味や表
し方について理解を深めることが
できるようにすることが重要。

5.8％。

3.5

15.3

2.3

15.5

33.7

4.5

13.0

7.8

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より 12



具体的な問題例
大問４（２）

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題を解決するために必要な数量を見いだし、
知りたい数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

複数の情報から場面に基づいて必要な数量を見いだし、それらの数量の関係
を捉えるとともに、その関係を式や言葉の式に表現できるようにすることが重要。
例えば、絵や図などを用いて使いかけのハンドソープの重さには容器の重さも
含まれていることを捉えることができるようにすることが大切。

1.6

3.7

43.8

1.6

0.0

6.8

1.0

1.9

3.9

4.8

9.7

12.2

9.1
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【小学校 理科】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 8.7問 / 17問 51％ 2.6％

大阪府（公立） 9.3問 / 17問 55％ 3.2％

全国（公立） 9.7問 / 17問 57.1％ 2.8％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

「エネルギー」を柱とする領域 43.0 43.9 46.7 

「粒子」を柱とする領域 47.4 49.4 51.4 

「生命」を柱とする領域 41.8 49.0 52.0 

「地球」を柱とする領域 61.9 63.9 66.7 

評価の観点
知識・技能 50.6 52.7 55.3 

思考・判断・表現 51.7 56.2 58.7 

児童質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

理科の勉強は好きですか 76.2 76.1 80.1

理科の授業の内容はよく分かりますか 85.4 87.2 88.9

理科の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

78.3 77.7 79.9

将来、理科や科学技術に関係する職業に
就きたいと思いますか

28.6 31.8 30.0
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貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞

・電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの
知識は身に付いている。

・レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問
題を見いだし、表現することに課題がある。
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結果のポイント（小学校 理科）

[比較的できている点]

◇ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を正しく設定

した実験の方法を発想し、表現することができている。 [１（１）地球]

◇ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、【結果】や【問題に対するまとめ】

を基に、他の条件での結果を予想して、表現することができている。[１（３）地球]

◇ 電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いている。

[２（３）エネルギー]
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結果のポイント（小学校 理科）
[課題のある点]

◆ 身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識を身に付けること 。

[２（１）エネルギー、粒子]

◆ 電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現すること。 [２（２）エネルギー]

◆ 発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現すること。 [３（３）生命]

◆ 種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現すること。 [３（４）生命]

◆ 水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観察、実験の方法が適切であったかを

検討し、表現すること。 [４（１）粒子]

◆ 「水は温まると体積が増える」を根拠に、海面水位の上昇した理由を予想し、表現すること。 [４（３）ク粒子]
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具体的な問題例
大問２（２）

電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現することができるかどうか
をみる

泉大津市 ３７．７％
（全国 ４３．１％）

２４．０％７．２％

３２．９％

「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、かね（ベル）が鳴る」のは、どのような回路でしょうか。下の １ から ４ までの中から 1 つ選んで、その番号を書きましょう。

17



具体的な問題例
大問２（２）

電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現することができるかどうか
をみる

図の意味を理解し、回路がつながっているかどうかを確認するなど、実験の計画を振り
返ったり、修正したりする活動を設けることが大切である。

「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、かね（ベル）が鳴る」のは、どのような回路でしょうか。下の １ から ４ までの中から 1 つ選んで、その番号を書きましょう。

「正答数の少ない児童」では、約4割が「類型３」である。

「平均的な正答数の児童」においても、正答の割合は4割弱である。

回路中にある「電気を通さない持ち手」を見いだすことができていないと考えられる。

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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具体的な問題例
大問２（４）

乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に付いているかどうかをみる

泉大津市 ４９．４％
（全国 ５５．３％）

１２．４％
（全国 9.4％）

９．９％
（全国 8.9％）

２７．３％
（全国 25.4％）

かん電池 2 個を直列につなぎ、電磁石の強さを最も強くできるのは、どのようなつなぎ方ですか。下の １ から ４ までの中から 1 つ選んで、その番号を書きま
しょう。

「類型２」と「類型４」の割合の差から、図を適切に読み取れて
いないのか、あるいは、なかなか見ることのない「選択肢２（類
型２）」の回路が正しいのか判断がつかなかったと考えられる。

「正答数が１から７の比較的正答の
少ない児童」の４～5割が「類型２」で
ある。
「平均的な正答数の児童」において
も、約3割が「類型２」である。乾電池
が並列回路に正しくつながれた「類型
４」との割合にも差が見られる。

ものづくりでできた装置を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したりす
るなどして、理解を深めることの重要性について意識して授業を改善することが大切。

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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具体的な問題例
大問３（１）（３）

・ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうかをみる
・発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現
することができるかどうかをみる

泉大津市 ５６．４％
（全国 ７０．７％）

【解答類型５】 （泉大津市 ２５．０％ 全国 １６．６％）
おしべはイ、めしべはカと正しく捉えている。しかし、「花粉がめしべの
先につくこと」を受粉以外のものと指摘しており、受粉と捉えていない。
ヘチマの花のつくりについては知識が身に付いているが、受粉に関
する知識は身に付いていないと考えられる。このことから、ヘチマの花
のつくりに関する知識は身に付いているが、受粉に関する知識を身
に付けることに課題があると考えられる。

知識を他の学習や生活の場面でも活用できる程度に理解することが大切で
ある。そのため、観察や実験したことについて、図に整理したり、関連する用語を
まとめたりしながら、知識が身に付くように意識して授業を改善することが大切。

発芽に関する要因を挙げ、その要因を変える条件と変えない条件に区別しなが
ら、予想や仮説を基に解決するための観察、実験の方法を計画することが大切。

全国との差が最も大きかった問題

泉大津市 ４８．３％
（全国 ６２．０％）
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教科に関する調査結果
中学校
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【中学校 国語】

・全体的に全国の平均正答率との差が縮まりました。
無回答率についても改善傾向にあります。

・文章の構成や展開について、根拠を明確にして考え
ることや、読み手の立場に立って、文章を整えることに
課題があります。

(解答時間が十分であった生徒の割合が全国-8.1％)

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

国語の勉強は得意ですか 49.8 48.8 51.4

国語の勉強は好きですか 46.8 56.3 57.9

国語の授業の内容はよく分かりますか 71.7 78.3 77.0

国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

83.3 86.4 88.3

学習指導要領の内容
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 46.9 47.8 48.1

(2) 情報の扱い方に関する事項

(3) 我が国の言語文化に関する事項

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 50.2 50.7 53.2

Ｂ 書くこと 47.6 50.5 52.8 

Ｃ 読むこと 59.5 61.2 62.3 

評価
の
観点

知識・技能 46.9 47.8 48.1

思考・判断・表現 51.5 53.2 55.3

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 7.1問 / 1４問 51％ 6.9％

大阪府（公立） 7.3問 / 1４問 52％ 7.2％

全国（公立） 7.6問 / 1４問 54.3％ 6.7％

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞
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結果のポイント（中学校 国語）

[知識及び技能]

（２）情報の扱い方に関する事項

出題なし

（３）我が国の言語文化に関する事項

出題なし

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（１）⾔葉の特徴や使い⽅に関する事項

◆文脈に即して漢字を正しく使うことに課題がある。 [１一、３三]
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結果のポイント（中学校 国語）
[思考力、判断力、表現力等]

A 話すこと・聞くこと

◇相手の反応を踏まえながら、自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫することはできている。 [２二]

◆資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することに引き続き課題がある。 [２四]

B 書くこと

◇目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることはできている。 [１二]

◆自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことに引き続き課題がある。 [１四]

◆読み手の立場に立って、表現や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることに課題がある。 [４一、二]

C 読むこと

◇文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることはできている。 [３二]

◇◆表現の効果について、根拠を明確にして考えることは改善傾向がみられる[３一]が、

文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることに引き続き課題がある。 [３四]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点
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無解答率
1.7％

令和4年度中学校
国語２三（泉大津市
正答率45.8％）にお
いて、「自分の考えが
伝わる文章になるよう
に、根拠を明確にして
書くこと」に課題が見
られたことを踏まえて
出題された。
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正答率 26.1％
（全国 31.0％）

今回の結果から、
自分の考えが伝
わる文章になるよ
うに、根拠を明確
にして書くことにつ
いて、引き続き課
題があると考えら
れる。
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反応率 6.7％

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

根拠を明確にするために
は、自分の考えが確かな事
実や事柄に基づいたもの
であるかを確かめることが
必要。

接続する語句や指示する
語句を用いるなどして、伝
えたい事柄とその根拠とを
適切に結び付けたり、事実
や事柄を具体的に示した
りして書くよう指導すること
が大切。

根拠を明確にして書くことができるようになるために

27



無解答率
4.3％

伝えたいことから連想されるイラストをイメージしなければならない
→ イメージ同定
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正答率 22.4％
（全国 23.2％）
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反応率 23.1％

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より30



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

伝えたい内容が適切に
伝わるよう効果的に資
料や機器を活用すること
が重要

話の内容を踏まえ、話
の要点や根拠が明らか
になっているか、説明が
不足していないか、中
心となる事柄が強調さ
れているかなど、自分
の考えが聞き手に分か
りやすく伝わっているか
を確認し、資料や機器
の使い方について検討
することが大切。
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【中学校 数学】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 6.5問 / 15問 44％ 12.6％

大阪府（公立） 7.0問 / 15問 47％ 12.1％

全国（公立） 7.2問 / 15問 48.3％ 10.6％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

Ａ 数と計算 38.2 42.4 43.5 

Ｂ 図形 44.8 46.2 46.5 

Ｃ 変化と関係 43.1 46.3 48.2 

Ｄ データの活用 51.2 54.9 58.6 

評価の観点
知識・技能 50.6 52.9 54.4 

思考・判断・表現 33.1 37.4 39.1 

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

数学の勉強は得意ですか 45.1 47.9 46.0

数学の勉強は好きですか 49.2 53.1 53.8

数学の授業の内容はよく分かりますか 73.8 74.8 70.3

数学の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

68.4 74.0 75.2

＜全国の平均正答率を１００％としたときの泉大津市の推移＞

・ 全体的に全国の平均正答率を下回る結果となりま
した。

・式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数
学的な表現を用いて説明することに引き続き課題
がある。

・素数、増加量、相対度数といった用語の意味の理解
に課題がある。

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞
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結果のポイント（中学校 数学）
[知識及び技能] ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（A） 数と式

◆素数の意味を理解することに課題がある。 [１]

（B） 図形

◇多角形の外角の意味を理解している。 [3]

（C） 関数

◇事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることはできている。 [8（1）]

◆増加量を求めることに課題がある。 [4]

（D） データの活用

◇必ず起こる事柄の確率について理解している。 [7（1）]

◆相対度数の意味を理解することに課題がある。 [5]
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結果のポイント（中学校 数学）

[思考力、判断力、表現力 等] ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（A） 数と式

◆目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、

事柄が成り立つ理由を説明することに課題がある。 [６（3）]

（D） データの活用

◆不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、

判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 [7（2）]
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国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

25.7

1.5

4.5

20.4

8.2

10.0

15.8

13.0

0.9

1が素数に含まれないことの理解
を深める

例）12の素因数分解

【１を素数に含めた場合】
２²×３
１× ２²×３ → 複数の表し方に
１²× ２²×３

【 １を素数に含めない場合】
２²×３ → ただ1通りに決まる

各問題の結果と学習指導について

（全国31.8％）
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26.6

6.3

27.9

6.9

4.6

0.4

19.1

8.2

（全国34.7％）

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より 36



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より 37



【中学校 理科】

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より 38



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より 39



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より 40



【中学校 理科】
共通問題【1】 平均正答数 平均IRTスコア（非公開問題含む） 無回答率

泉大津市 2.4問 / 6問 465 8.1％

大阪府（公立） 2.7問 / 6問 487 6.1％

全国（公立） 2.9問 / 6問 503 4.6％

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

理科の勉強は好きですか 57.6 59.6 63.8

理科の授業の内容はよく分かりますか 70.8 72.1 71.4

理科の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

49.6 60.6 63.4

将来、理科や科学技術に関係する職業に
就きたいと思いますか

23.9 21.7 21.7

＜ IRTスコア分布グラフ＞

問題
番号

領域等
評価の観点
（枠組み）

問題
形式

平均正答率

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

（1） エネルギー
知識・技能
（知識）

選択 46.1 52.7 51.9 

（2）
粒子

課題の設定
思考・判断・表現
（構想）

記述 34.6 40.2 46.2 

（3） 地球
思考・判断・表現
（分析・解釈）

選択 29.1 33.5 36.2 

（4） 生命
知識・技能
（知識）

選択 21.5 27.7 29.7 

（5） 粒子
知識・技能
（知識）

短答 33.9 45.6 44.9 

（6）
粒子
振り返り

思考・判断・表現
（検討・改善）

記述 73.0 73.8 79.4 

300 350 400 450 500 550 600 650 700

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

10-25% 25-50% 50-75% 75-90%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

１ ２ ３ ４ ５

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

＜ IRTバンド分布グラフ＞

＜ IRTバンド分布グラフ＞

7.3 

6.4 

4.2 

38.6 

31.1 

27.3 

35.3 

39.4 

42.0 

15.5 

17.8 

20.3 

3.3 

5.3 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

１ ２ ３ ４ ５
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国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より 42



結果のポイント（中学校 理科）

[知識及び技能]

◆呼吸を行うことと、生命を維持する働きを関連させて理解できていない。 [１（4）生命]

◆元素を記号で表すことに課題がある。 [１（5）粒子]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

[思考力、判断力、表現力 等]

◆身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための

課題を設定することに課題がある。 [１（2）粒子]

◇探究から生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに着目した

振り返りを表現することはできている。 [１（6）粒子]
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（2）疑問を解決するための課題を記述する

（正答の条件）
次の（ａ）と（ｂ）を満たしているもの
（ａ） 【Ａさんの疑問】を解決しようとする内容になっているか。
（ｂ） 水道水と精製水の両方の性質に着目している。

（正答例）

例１ 水道水と精製水の性質にはどのような違いがあるか。

例２ 水道水と精製水の違いを調べよう。 無解答率13.3％

正答率 34.6％（全国 46.4％）

子ども自身のめあて

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた
学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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（6）探究の過程におけるあなたの振り返りを記述する

（正答の条件）
次の（ａ）と（ｂ）～（ｅ）のいずれかを満たしているもの
（ａ）水道水や精製水に対して振り返る表現となっている。
（ｂ）Ｂさんの視点を参考に、疑問に感じたことや、

調べてみたいことを記述している。
（ｃ）Ｃさんの視点を参考に、はじめの考えから考えが

変化したことを記述している。
（ｄ）Ｄさんの視点を参考に、身近な生活とのつながり

について感じたことを記述している。
（ｅ）Ｂさん、Ｃさん、Ｄさん以外の視点で記述している。

（正答例）

・ 浄水場での安全に水道水を飲むための工夫があるからこそ、生活に安全な水を使用できていると
知って、水への感謝が深まりました。水の違いについてあまり興味はなかったけど、精製水とミネラ
ルウォーターの違いや、川の水と海の水の性質の違いなど、水についていろいろ調べてみたくなりました。 無解答率16.0％

正答率 73.0％
（全国 79.4％）

Cさんタイプが反応率 41.3％で最多でした
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・現在行っている取組みの分析・評価

・授業改善の内容など実現可能な取組みの決定

・授業における調査問題のような場面設定や評価問題としての活用

・解答類型やRSの視点等を基に分析した児童・生徒一人ひとりの実態に応じた手立ての準備

・これら分析のプロセスを通じて教師が得た力を日頃の見取りや指導改善に生かすサイクルに

問題分析・結果分析の活用あたって

国研の調査官たちは、学習指導要領で
めざす資質・能力育成の過程を、調査問
題で具体的に表現しようとしています。
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令和7年度（202５年度）

小学生すくすくウォッチ 泉大津市の結果概要

47



令和７年度 小学生すくすくウォッチ
○目的：子どもたち一人ひとりが自らの強みを知り、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用能力、

問題発見・解決能力等を向上させ、これからの社会を生き抜く力を着実につける。

○実施日：令和７年４月1６日～2４日 ※期間内で学校が実施日を決定

○対象：小学校、義務教育学校前期課程及び支援学校小学部の第５・６学年

○実施児童数 ５年生： 泉大津市 ５3５人 大阪府 63,508人
６年生： 泉大津市 5２１人 大阪府 64,739人

○内容：５年生：国語、算数、理科、わくわく問題（教科横断型問題）、アンケート
６年生：わくわく問題（教科横断型問題）、アンケート

○児童への資料「ウォッチシート（個人票）」の提供
【記載内容】
・アンケート結果からわかる児童一人ひとりのよいところ
・各教科とわくわく問題（教科横断型問題）の解答状況から見られる、児童一人ひとりのよいところ
・各教科とわくわく問題（教科横断型問題）のすべての問題について、児童一人ひとりの正答状況と
それに合わせたアドバイス
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教科に関する調査結果
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【5年生 国語】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 11.6問 / 1７問 68.3％ 6.0％

大阪府（公立） 11.8問 / 1７問 69.2％ 5.6％

リーディングスキルを問う問題が多数含まれる

泉大津市 大阪府

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 72.0 72.4

（２）情報の扱い方に関する事項 64.3 68.9

（３）我が国の言語文化に関する事項 17.2 21.9

話すこと・聞くこと － －

書くこと 69.0 69.1

読むこと － －

68.3 69.2

思考・判断・表現 69.0 69.1

分類 区分
平均正答率（％）

評価の

観点

学習指

導要領

の内容

知識及び

技能

思考力、

判断力、

表現力等

知識・技能

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞
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問
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1
5
問

1
6
問

1
7
問

貴教育委員会 大阪府

・文を正しく理解し、指示語の指示内容を捉えることや、
一文を二文に分けて書くとき、文と文の意味のつなが
りを考え、適切な接続語を使うことはできている。

・文の中における主語と述語の関係に注意して、述語
の部分を正しく書くことや、示された文の構造や、情報
と情報の関係を理解して文の内容を正しく捉えること
には課題がある。
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具
体
的
な
問
題
例

２
（
１
）
（
２
）

文
中
の
助
詞
を
正
し
く
使
う
。

具
体
的
な
問
題
例

7
（
2
）

文
を
正
し
く
理
解
し
、指
示
語
の
指
示
内
容
を
捉
え
る
。

リーディングスキル
「照応解決」

泉大津市 91.6％
（大阪府 91.5％）

泉大津市 82.1％
（大阪府 83.5％）

泉大津市 83.7％
（大阪府 86.0％）

②③に を

具
体
的
な
問
題
例

12
（
1
）

文
の
中
に
お
け
る
修
飾
語
と
被
修
飾
語
の
関
係
を
捉
え

て
、
文
の
内
容
を
正
し
く
理
解
す
る
。

リーディングスキル
「係り受け解析」

泉大津市 75.7％
（大阪府 76.9％）
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具
体
的
な
問
題
例

9

一
文
を
二
文
に
分
け
て
書
く
と
き
、文
と
文
の
意
味

の
つ
な
が
り
を
考
え
、適
切
な
接
続
語
を
使
う
。泉大津市 85.0％

（大阪府 86.3％）

「
し
か
し
」
「
だ
が
」
な
ど
、

逆
接
の
接
続
表
現

具
体
的
な
問
題
例

３
（
１
）

文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
の
関
係
に
注
意
し
て
、

述
語
の
部
分
を
正
し
く
書
く
。

泉大津市 45.8％
（大阪府 47.9％）

正
答
例
：

「
作
ら
れ
た
」
と
同
様
の
解
答
を
し
て
い
る
も
の

※

漢
字
で
表
記
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
問
（
以
下
同
）

※

敬
体
、常
体
の
使
い
分
け
は
不
問
（
以
下
同
）

リーディングスキル
「係り受け解析」

そもそも問題を読解
できていない？

48.0％は、「作る」の意味
を含んでいないもの
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泉大津市 56.1％
（大阪府 56.2％）

具
体
的
な
問
題
例

8
（
１
）

示
さ
れ
た
文
の
構
造
や
、情
報
と
情
報
の
関
係
を
理

解
し
て
文
の
内
容
を
正
し
く
捉
え
る
。

リーディングスキル
「同義文判定」

基礎的読解力の基盤となるプロ
セスは、助詞が示す情報を正しく
読み取れるかに依存している。

◆対応するRSTの分野
係り受け解析・照応解決
同義文判定

具
体
的
な
問
題
例

12
（
２
）

文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
の
関
係
を
捉
え
て
、

文
の
内
容
を
正
し
く
理
解
す
る
。

泉大津市 56.4％
（大阪府 57.9％）

リーディングスキル
「係り受け解析」

大阪府小学生すくすくウォッチ過去問 53



【5年生 算数】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 4.0問 / ７問 66.0％ 3.9％

大阪府（公立） 4.1問 / ７問 67.9％ 4.1％

大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。
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24.0

26.0

28.0

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問

貴教育委員会 大阪府

＜ 主なポイント ＞

・円の直径についての理解を通して、１枚の画用紙に
円を何個かくことができるかを考えることは概ねできて
いる。

・資料から読み取った内容と棒グラフが示している内
容を関連づけ、内容を正しく理解することに課題がある。

＜ 正答数分布グラフ ＞

泉大津市 大阪府

数と計算 69.7 72.1

図形 74.4 75.6

測定／変化と関係 49.7 54.8

データの活用 61.7 63.0

知識・技能 64.4 66.1

思考・判断・表現 67.7 69.8

選択式 67.4 68.4

短答式 71.6 72.9

記述式 59.2 62.5

評価の観点

分類

学習指導要領

の内容

問題形式

区分
平均正答率（％）
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具体的な問題例
大問１（２）

直方体を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、平面上での表現や構成の仕方
の考察を通して、入れ物とならない展開図について、その理由を考える。

泉大津市 68.6％
（大阪府 70.2％）

番号 理由
反応率
（％）

1 ◎ ２　と解答 ①または②を記述しているもの 9.0

2 ○ ２　と解答
①、②を記述していないもの
無解答

59.6

3
１　または　３　と解答
または無解答

①または②を記述しているもの 0.6

9 29.7

0 1.1

(正答の条件)
【番号】を２と解答し、【理由】に次の①または②を書いている
①　大きい長方形の面を囲む面が一枚足りない
②　大きい長方形の面に向かい合う面が同じ形にならない

上記以外の解答

無解答
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具体的な問題例
大問２（１）

資料から読み取った内容と棒グラフが示している内容を関連づけ、内容を正しく理解する。

泉大津市 49.9％
（大阪府 52.4％）

番号
反応率
（％）

1 ◎ 19.6

2 ○ 12.1

3 ○ 18.1

4 2.6

5 7.3

6 14.4

9 23.4

0 2.4

２、３　または　３、４　または　２、３、４　と解答しているもの

上記以外の解答

無解答

解答類型の詳細

１、３　および他の選択肢　と解答しているもの

１、２　または　１、４　または　１、２、４　と解答しているもの

１、３　と解答しているもの

１　と解答しているもの

３　と解答しているもの
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【5年生 理科】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 6.7問 / 11問 60.8％ 3.8％

大阪府（公立） 6.8問 / 11問 61.9％ 4.4％

大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。
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8.0
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12.0

14.0

16.0

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問

貴教育委員会 大阪府

＜ 主なポイント ＞

＜ 正答数分布グラフ ＞

泉大津市 大阪府

「エネルギー」を柱とする領域 59.4 56.8

「粒子」を柱とする領域 65.3 70.1

「生命」を柱とする領域 59.5 69.2

「地球」を柱とする領域 47.2 51.0

知識・技能 58.3 62.1

思考・判断・表現 54.3 57.6

選択式 57.5 61.0

短答式 63.2 65.1

記述式 42.1 47.9

分類 区分
平均正答率（％）

学習指導要領

の内容

評価の観点

問題形式

・暖かい空気は上方へ流れるという性質を理解し、火
事で避難するときに取るべき姿勢を考えることは概ね
できている。

・気温を測るときの温度計の正しい使い方について理
解することに課題がある。
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具体的な問題例
大問２（３）①

直列つなぎと並列つなぎについて理解する。

ア イ
反応率
（％）

1 ◎ 直列　と解答しているもの へい列　と解答しているもの 32.1

2 ○ 直列　と解答しているもの
へい列　以外の解答
または、無解答

22.6

3 ○
上記以外の解答
または、無解答

へい列　と解答しているもの 1.7

9 35.1

0 8.6

上記以外の解答

無解答
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具体的な問題例
大問１（6）

日陰の位置は太陽の位置によって変わり、日なたと日陰では地面の暖かさに違いがある
ということを理解し、現在の日陰の位置を予測する。

泉大津市 25.4％
（大阪府 28.8％） 泉大津市 35.1％

（大阪府 35.6％）

泉大津市 16.4％
（大阪府 14.8％）

泉大津市 21.8％
（大阪府 19.3％）

リーディングスキル 「イメージ同定」「具体例同定」
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わくわく問題（教科横断型問題）に
関する調査結果

60



61



62



63



64



65



66



67
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69
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具体的な問題例
大問１（２）

大問１
身近な飲み物であるミックスジュースを切り口に、資源をむだにしないことなど、環境をテーマとした題材とし、読み取っ
た情報に基づいて抽象化して考える力や、目的に合う自分の考えを理由とともに伝える力を問う内容。
普段の生活の中に環境に配慮した取組みがあることを理解し、自分のひとつひとつの行動や選択にも環境に与える影
響があることを考える機会としてほしいというメッセージが込められている。

①…エ ②…カ

５年 ６年

1 ◎ ①：エ、②：カ　と解答しているもの 53.7 64.7

2 ○
①：エ、②：カ以外（無解答含む）

と解答しているもの
20.6 20.0

3 ○
①：エ以外（無解答含む）、②：カ

と解答しているもの
10.3 7.1

資料をもとに、どのような考えによって整理、分類されたかを
読み取ることに課題がある。
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具体的な問題例
大問２（１）

大問２
地域で行われる防災訓練を題材とし、論理的に思考し問題を発見・解決していく力を問う内容。
普段の生活の中で非常食を備えることや、防災訓練に参加することの大切さに気付き、関心を持ってもらえるような場
面設定とした。特に（１）では、身近にある食品が非常食として備えることができる食品になるかどうか、表を使って分類
することを通して、災害が起きる前にできることは何かを考える機会としてほしいというメッセージが込められている。

５年 ６年

1 ◎ 条件①、②を満たして解答しているもの 21.0 29.0

2 ○
条件①を満たし、条件②を満たさないで

解答しているもの
1.9 1.9

3 ○
条件②を満たし、条件①を満たさないで

解答しているもの
49.3 52.2

（正答の条件）
次の条件を全て満たして解答している。
①　【表】にＢ～Ｅを適切に書いている
②　【非常食として最もふさわしい食品】でＥを選択している

（正答例）
【表】：

【非常食として最もふさわしい食品】：Ｅ

資料の説明文をもとに表の項目に合うように整理、
分類することに課題がある。
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具体的な問題例
大問１（２）・２（１）

●分類整理する力「仲間わけ」
低学年から各教科等で系統立てて体験的に行うことが重要。
同じところや違うところに着目することや、目的をもって仲間分けをすることが重要。

●もととなる【資料】と、整理・分類した後の【表】を往還してみること
資料の内容を読み取り、目的に応じて表に整理することが重要。
資料を表にするだけでなく、表から資料をとらえなおす活動も重要。

共通する課題 … 「資料を整理、分類すること」
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具体的な問題例
大問３（３）

大問3
近年、さまざまな社会的場面で活用されている「ナッジ」を題材として、資料や会話の内容を適切に読み取る力、アイデ
アを言葉や絵にして具体的に伝える力などを問う内容。
身近なものから、工夫が凝らされたものまで、さまざまな例を紹介することで、楽しさと驚きとをもってナッジの概念を理
解できるような構成としている。ナッジの有効性を理解し、身の回りで適用する方法を考えることを通して、課題の解決に
は、さまざまなアプローチの仕方があるということを学んでほしいというメッセージが込められている。

（正答の条件）

次の条件を全て満たして解答している。

①【ねがい】に、みんなにしてほしいことを１つ書いている

②【工夫】に、その【ねがい】をかなえるためにどうするのか

　を書いている

③【みんなの行動が変わる理由】に、なぜその【工夫】でみん

　なの行動が変わるのかを書いている

５年 ６年

1 ◎ 条件①、②、③を満たして解答しているもの 45.9 54.5

2 ○ 条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの 11.2 7.7

3 条件①を満たし、条件②、③を満たさないで解答しているもの 30.9 25.9
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児童アンケート結果

75



「未来に向かう力」と「好奇心」について

[5年生] [６年生]

※「目標に向かって頑張る力」・「人と関わる力」・「気持ちをコントロールする力」の【未来に向かう力】と、【好奇心】の項目の、児童一人ひとりの回答から平均を算出し、その平均を項目の合計で除して百分率で換算した値

泉大津市の子どもたちの全体の傾向として、【未来に向かう力】のうち、「人と関わる力」がほかの力に比べて高いとい
う結果だった。一方、「目標に向かって頑張る力」のうちの「ぶれない心」や「気持ちをコントロールする力」のうちの「落ち
着き」が、他の観点に比べると低い傾向であるという結果だった。また、【好奇心】のうち、「色々なことへの興味や関心」
は「自分の疑問に対する答えを求める力」と比べて高いという結果だった。

75.8

53.8

87.2

77.7

73.9

52.6

76.2

66.2

粘り強さ

ぶれない心

共感する力

相手の理解

切り替え

落ち着き

色々なことへ

の…

自分の疑問に

対する…
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81.1
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粘り強さ

ぶれない心

共感する力

相手の理解

切り替え

落ち着き
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調査結果を踏まえた取組の充実
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国語正答数 算数正答数 理科正答数

（１） 朝食を毎日食べていますか 0.06 0.10 0.13

（１６） 分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか 0.13 0.21 0.12

（１７）
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で
勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

0.25 0.26 0.21

（１９）
土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している
時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

0.19 0.26 0.19

（２１）
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか（電子書籍
の読書も含む。教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

0.21 0.21 0.19

（２２） あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌、新聞、教科書は除く） 0.34 0.36 0.32

（２４） 読書は好きですか 0.33 0.32 0.34

（２６）
地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらったり
することがありますか（習い事は除く）

-0.20 -0.16 -0.20

（２８） ５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか 0.16 0.18 0.21

（２９－１）
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する（文字、コメントを書くなど）ことができると思
いますか

0.17 0.22 0.20

（２９－２） あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索する、調べるなど）ことができると思いますか 0.22 0.20 0.15

（２９－３）
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使っ
てまとめる）ことができると思いますか

0.16 0.21 0.19

（２９－４）
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成する
ことができると思いますか

0.20 0.20 0.20

（３０－２）
５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、次のことはあなたにどれくらい
当てはまりますか。（２）分からないことがあった時に、すぐ調べることができる

0.25 0.24 0.23

（３０－６）
５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、次のことはあなたにどれくらい
当てはまりますか。（６）友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる

0.24 0.30 0.25

（３１）
５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話
の組立てなどを工夫して発表していましたか

0.23 0.26 0.19

（３２） ５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 0.19 0.22 0.17

（３３）
５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい
ましたか

0.19 0.23 0.19

（３６）
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができています
か

0.17 0.20 0.14

（３９）
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでい
ますか

0.22 0.19 0.17

（４０）
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動
に取り組んでいますか

0.23 0.25 0.21

（４５） 国語の勉強は好きですか 0.17 0.20 0.18

（４６） 国語の授業の内容はよく分かりますか 0.28 0.25 0.24

（４７） 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 0.19 0.12 0.09

（５０）
国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたりくわしく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫して文章を書いていますか

0.25 0.24 0.21

（５１）
国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付け
ていますか

0.26 0.23 0.20

（５３） 算数の勉強は好きですか 0.21 0.38 0.28

（５４） 算数の授業の内容はよく分かりますか 0.32 0.44 0.34

（５５） 算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 0.13 0.19 0.15

（５６） 算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていますか 0.13 0.23 0.14

（５７） 算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えますか 0.14 0.25 0.20

（５８） 算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていますか 0.18 0.25 0.21

（５９） 小数や分数の計算をするとき、工夫して計算しようとしていますか 0.19 0.29 0.20

（６１） 理科の勉強は好きですか 0.07 0.15 0.16

（６２） 理科の授業の内容はよく分かりますか 0.19 0.22 0.27

（６３） 理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 0.10 0.16 0.13

（６４） 将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか -0.10 -0.02 -0.01

（６５） 理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できていますか 0.05 0.07 0.08

（６６） 自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだしたりしていますか 0.11 0.15 0.15

（６７） 理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか 0.24 0.26 0.27

（６８） 理科の授業では、問題に対して答えがどのようになるのか、自分で予想（仮説）を考えていますか 0.27 0.30 0.29

（６９） 理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考えていますか 0.24 0.26 0.27

（７０） 理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考えていますか 0.16 0.20 0.20

（国１）
今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題がありました。それらの問題について、どのように解答しました
か

0.21 0.14 0.19

（数１）
今回の算数の問題では、言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く問題がありました。それらの問題につ
いて、どのように解答しましたか

-0.01 0.11 0.12

（理１－１）
今回の理科の問題では、解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題について、どのように解答しま
したか

0.00 0.07 0.02

質問紙と各教科の正答数との相関係数（小学校）      
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　                     　※相関係数とは…２種類の値の関連の強さを表します。（因果関係ではありません。）

        　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-1 ～ +1の値をとります。   +1に近い　→　一方が大きいほどもう一方も大きい

　　　　　　　　　　　　　　                                　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －1に近い　→　一方が大きいほどもう一方は小さい

　　　　　　　　　　　　　　                                   　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 に近い　→　互いに無関係

質問
番号

質問事項
市

87



国語正答数 数学正答数 理科正答数

（１） 朝食を毎日食べていますか 0.15 0.22 0.12

（１６） 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか 0.23 0.31 0.25

（１７）
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で
勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

0.17 0.22 0.14

（１９）
土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している
時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

0.16 0.27 0.18

（２２） あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（一般の雑誌、新聞、教科書は除く） 0.19 0.22 0.09

（２４） 読書は好きですか 0.24 0.18 0.10

（２６）
地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらったり
することがありますか（習い事は除く）

-0.12 -0.04 -0.08

（２８） １、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか 0.21 0.22 0.20

（２９－１）
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する（文字、コメントを書くなど）ことができると思
いますか

0.20 0.22 0.14

（２９－４）
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成する
ことができると思いますか

0.24 0.28 0.19

（３０－６）
１、２年生のときの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することについて、次のことはあなたにどれ
くらい当てはまりますか。（６）友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる

0.21 0.28 0.14

（３１）
１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

0.22 0.30 0.20

（３２） １、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 0.22 0.26 0.20

（３３）
１、２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っ
ていましたか

0.17 0.19 0.12

（３６）
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができています
か

0.13 0.21 0.13

（４５） 国語の勉強は好きですか 0.11 0.02 -0.04

（４６） 国語の授業の内容はよく分かりますか 0.22 0.18 0.08

（４７） 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 0.12 0.09 0.07

（５０）
国語の授業で、文章を読み、その文章の構成や展開に、どのような効果があるのかについて、根拠を明確にし
て考えていますか

0.12 0.10 0.08

（５１）
国語の授業で、文章を書いた後に、読み手の立場に立って読み直し、語句の選び方や使い方、文や段落の長
さ、語順などが適切かどうかを確かめて文章を整えていますか

0.17 0.14 0.10

（５３） 数学の勉強は好きですか 0.19 0.37 0.14

（５４） 数学の授業の内容はよく分かりますか 0.22 0.37 0.20

（５５） 数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 0.06 0.08 0.08

（５６） 数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていますか 0.03 0.15 0.08

（５７） 数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えますか 0.21 0.38 0.24

（５８） 数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていますか 0.08 0.25 0.14

（５９） 文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解することができますか 0.23 0.47 0.28

（６１） 理科の勉強は好きですか 0.09 0.13 0.12

（６２） 理科の授業の内容はよく分かりますか 0.13 0.16 0.13

（６３） 理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 0.04 0.12 0.07

（６４） 将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか -0.01 0.08 0.06

（６５） 理科の授業で学習した知識を普段の生活の中で活用できていますか 0.04 0.10 0.09

（６６） 理科の授業で学習した考え方を普段の生活の中で活用できていますか 0.08 0.16 0.12

（６７） 自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだしたりしていますか 0.13 0.16 0.11

（６８） 理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか 0.08 0.07 0.05

（６９） 理科の授業では、自分の予想（仮説）をもとに観察や実験の計画を立てていますか 0.14 0.13 0.15

（７０）
理科の授業で、課題について観察や実験をして調べていく中で、自分や友達の学びが深まったか、あるいは、新
たに調べたいことが見つかったか、振り返っていますか

0.08 0.10 0.09

（７１－１） 理科の授業では、見いだした課題に対して、日常生活や既習事項と関連付けた根拠のある予想をしていますか 0.25 0.15 0.11

（７１－２） 理科の授業では、観察や実験の結果を自分でまとめていますか 0.05 0.19 0.07
（７１－３） 理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察していますか 0.16 0.21 0.16

（国１）
今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題がありました。それらの問題について、どのように解答しました
か

0.21 0.17 0.18

（数１）
今回の数学の問題では、解答を言葉や数、式を使って説明する問題がありました。それらの問題について、どの
ように解答しましたか

0.19 0.27 0.19

（理１－１）
今回の理科の問題について、解答を文章などで答える問題がありました。それらの問題について、どのように解
答しましたか

0.33 0.36 0.44

質問紙と各教科の正答数との相関係数（中学校）      
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　                     　※相関係数とは…２種類の値の関連の強さを表します。（因果関係ではありません。）

        　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-1 ～ +1の値をとります。   +1に近い　→　一方が大きいほどもう一方も大きい

　　　　　　　　　　　　　　                                　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －1に近い　→　一方が大きいほどもう一方は小さい

　　　　　　　　　　　　　　                                   　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 に近い　→　互いに無関係

質問
番号

質問事項
市

88


